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広島市ポリファーマシー
対策事業の概要と
これまでの経緯

2023.11.16

安芸薬薬連携研修会

開始までの経緯の資料は株式会社ホロン すずらん薬局様から許可を得て今回のス
ライドに使用させていただいています。
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会社設立当初（３０数年前）より、薬の前に食事と運動の指導が必要と考え、薬局に管理栄養士を配置し、

社内外での健康教室や栄養士による食事指導を長年実施

< 最近の活動＞

・2 0 1 1年 コ ミ ュ ニ テ ィ活動推進のために、社協主催の『「つどいの場」づ く り 講座』で３回シリーズで講座を実施

・2 0 12 年

・2 0 15 年

・2 0 15 年

・2 0 16 年

・2 0 1 6 年

・2 0 16 年

・2 0 17 年

・2 0 18 年

・2 0 18 年

・2 0 20年

コミュニティルームを併設した「すずらん薬局舟入店」（在宅訪問の拠点薬局）オープン
薬局内や地域に出向いて健康教室や健康フェアを開催

（年間実施回数は、2 0 1 3 年2 7 回、2 0 1 5年7 4 回、2 0 1 8年には11 5回に）

地域包括支援センターと連携し、「未病・予防・重症化予防事業」を実施
３回の継続的な集団および個別指導で健康維持・増進の効果を確認
安芸高田市糖尿病予防事業、2 0 1 6年 巡回型健康教室を受託 5 年間実施

経済産業省「健康寿命延伸産業創出推進事業」に参画「糖尿病重症化予防薬局薬剤師モデル構築」
協会けんぽ広島支部に提案「薬局における糖尿病重症化予防事業」⇒広島県薬剤師会へ
広島県呉市安芸灘地区ポリファーマシー対策事業でレセプトデータ分析協力
広島市域薬剤師会・広島市医師会・広島市に東京大学今井教授の協力の元

ポリファーマシー対策事業の働きかけ

「広島市ポリファーマシー対策の推進に関する連携協力協定」
（広島市４薬剤師会・広島市３医師会・協会けんぽ広島支部・広島市）

広域連合、広島市に高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業の働きかけ
「広島市高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関する連携協力協定」
（広島市４薬剤師会・広島市）

健康サポート、健康寿命延伸、介護予防、フレイル対策
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「広島市ポリファーマシー対策事業」実現に向けて

2017年 2月 武田医薬生活衛生局長(当時)・東京大学 今井教授を訪問 （データホライゾン社長と）
2017年 5月 今井教授が広島へ 広島でのポリファーマシー対策事業について相談
2017年10月 日本薬剤師会学術大会（東京）において今井教授に再度協力依頼

2017年12月14日 市域薬剤師会へ働きかけ、４地域薬剤師会代表ら10数人を集め今井
教授の講演、ポリファーマシー対策に市域薬剤師会として取り組む決意

2017年12月15日 今井教授とともに広島市役所健康福祉局次長・広島市医師会長訪問
協定を結んでポリファーマシー対策に取り組む

ポリファーマシーの解消：処方の再設計を提言できるのは薬剤師しかいない

2018年1月～ 市との事前協議始まる
2018年2月 9日 第１回広島市市域薬剤師会 ポリファーマシー対策実行委員会開催

2018年 3月29日 ポリファーマシー対策の推進に関する連携協力協定
３地区医師会広島市 協会けんぽ広島支部４地区薬剤師会（広島市域薬剤師会）

今井先生の励ましのお言葉

（市の回答：次年度の事業開始を計画中 是非協力してほしい）⇒ 医師会とも連携協力協定を結び事業を行うことを提案
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薬剤師会が待っていても話は来ない 自らアクションを



出典：広島県HP（改変）
出典：広島市HP（改変）

広島市内に４つの地域薬剤師会
（会員薬局710、会員数1,612人）

広島市データ（R5.6末）
人口 118万1399人
高齢化率 26.1％

広島市域薬剤師会

安佐北区
（高齢化率最大35.2％）

安佐南区
（高齢化率最小21.7％）

佐伯区
安芸区
＋一部市外

中
区

西
区 南

区

東
区

広島市
薬剤師会

安佐薬剤師会

安芸薬
剤師会

広島佐伯
薬剤師会

2018年 3月29日 ポリファーマシー対策の推進に関する連携協力協定
３地区医師会広島市 協会けんぽ広島支部４地区薬剤師会（広島市域薬剤師会）

2020年 4月 1日 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関する連携協力協定

広島市 ４地区薬剤師会（広島市域薬剤師会）

広島市と広島市域薬剤師会との連携協力協定

委託事業
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問題点：服薬アドヒアランス

「薬局薬剤師」の出番！
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（参考）
高齢者糖尿病の血糖コントロール目
標（HbA1c値）
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（参考）Triple Whammy

ACE、ARB+利尿剤+NSAIDｓの3つが重なると
急性腎障害（ＡＫＩ）のリスクが上昇する。

2002年、急性腎障害として豪州ＡＤＲＡＣ（Adverse 
Drug Reactions Advisory Centre）に報告された129件
の症例のうち、２８件がこれらの併用に関連するも
のであった。薬剤誘発性腎障害として報告された殆
どが高齢の患者でこれは３剤併用での腎障害で
あった（平均年齢７６歳）。

17



レセプトデータから抽出した患者に市から「服用情報のお知らせ」
を送り、薬剤師や医師に相談を促す
【通知対象者】
65歳以上、かつ、複数の医療機関から、月14日以上の内服薬が6種類※以上処
方されている国保・後期高齢者被保険者
※H30年度10種類、R1年度9種類、R2年度7種類、R3年度6種類

【発送件数・発送時期】
年間約44,000通〔国保10,000通／後期高齢34,000通〕 8月～10月の各月末

広島市ポリファーマシー対策事業の概要

薬 局 薬 剤 師 医 師

減薬提案/
重複・副作用
相互作用/
慎重投与薬/
併用薬情報/

処方見直し

患 者

トレーシングレポート服薬情報の通知
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「ポリファーマシー対策事業」を行う上で
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１ 薬剤師の積極的な取り組み

※レポートを出す

２ 患者や家族の意識啓発

※持参率の向上

３ 医師の協力

※薬剤師がレポートを出しやすい環境

大事であると考えられること



患者の希望 薬剤師の提案 結果：減薬あり 減薬状況等

減薬希望あり
１６人（２５件）

減薬提案あり
１１人（１３件）

５人（６件）
６人
（７件）

１８人：18.8％
（１９件：11.3％）

減薬提案なし（併用薬のみ）
２人（４件）

１人（１件）

減薬希望なし
８０人（１４３件）

減薬提案あり
２２人（３０件）

４人（４件）
１２人
（１２件）減薬提案なし

５８人（１０２件）
８人（８件）

◆18人（レポート19件）が減薬され、数は少ないものの減薬希望のない患者も薬剤師の判断で
情報提供することにより減薬されており、薬剤師の果たす役割は大きい。また、併用薬情報の
みでも減薬になった患者が４人（22.2％）おり、レポート提出の意義も大きいと考えられる
◆このため、今後、通知持参率を上げることおよびレポート提出率を上げることがポリファーマ
シー解消のために必須である
◆レポートの書き方、医師の心を動かすことのできる内容を目指すことも大切

■レポート提出した96人（168件）の減薬状況 結果： 18人、19件 減薬された
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減薬提案

のみ

減薬提案・

重複

減薬提案・

重複・副作

用・残薬

重複のみ
副作用の

み

併用薬情

報のみ
残薬 その他

人 7 1 1 1 1 4 1 2

0
2
4
6
8

■減薬になった患者18人のレポート内容（複数回答可）

減薬提案33人（43件）の
内、「医療機関からの反
応なし」12人（13件：
30％） 「減薬」９人（10
件：23％）、



◆医師会から「薬剤師が薬のことを一番良くわかっているので処方に問題がないレポートも出
してほしい」という意見もあり、処方変更提案がなくとも併用薬情報のレポートを送った。その一
方で、医療機関からの反応なしが一番多く、今後医師へのより一層の理解促進が望まれる

■提出されたレポートの内容（複数回答可）※713人中96人168件医療機関に提出
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■レポートを提出した後の結果（複数回答可）※19件（11.3％）、 18人（18.8％）減薬

n=168件

n=168件

併用薬情

報
減薬提案 残薬

慎重投与

薬
相互作用 副作用 重複 その他

168件中％ 62.5% 25.6% 9.5% 9.5% 7.7% 5.4% 4.8% 8.3%

105件

43件（33人）
16件 16件 13件 9件 8件 14件

0%
20%
40%
60%
80%

医療機関か

らの反応な

し

変更ないが

医師の理解

あり

減薬になっ

た(合剤を除
く)

慎重投与薬

の変更

その他の処

方変更
その他 不明

％ 57.7% 17.9% 11.3% 1.8% 4.8% 8.9% 0.6%

97件

30件
19件（18人）

3件 8件 15件
1件

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

レポート前に減薬になっていた、
医師から患者にクレーム 等



◆レポートを出さない理由として、レセプトデータ情報であるため通知した情報が古いという回
答が28％あり、そのためにすでに受診していなかったり、解決済であったりするケースもあっ
た。（レセプトデータの限界）また、患者がレポート提出を拒否は4.3％と少なかったが、その多く
が薬を減らしたくないという理由であった。今後も行政と一体となり、患者に対するポリファーマ
シーへの意識向上を図ることが重要と思われる。今後、電子処方箋・・・

相互作用、重複

投与の問題がな

いと判断したた

め

通知書の情報が

古かったため

すでに医療機関

で解決済であっ

た

患者にレポート

提出を拒否され

た

通常の疑義照会

で処理したため
その他

％ 77.9% 27.8% 13.6% 4.3% 1.0% 10.3%

448人

160人
78人 25人 6人 59人

0%
20%
40%
60%
80%

100%
■レポートを出さない理由（複数回答可） n=575人

■患者がレポート提出を拒否した理由（複数回答可） n=25人

薬を減らしたくな

い

事業をよく理解で

きていない

医師に知られたく

ない

医師に伝えると

言ったため
その他

％ 56.0% 20.0% 16.0% 4.0% 40.0%

14人

5人 4人
1人

10人

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
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「ポリファーマシー対策事業」を行う上で
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１ 薬剤師の積極的な取り組み

※レポートを出す

２ 患者や家族の意識啓発

※持参率の向上

３ 医師の協力

※薬剤師がレポートを出しやすい環境

大事であると考えられること
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薬局に配布する説明資料（窓口で使う資料など）

出典：日本老年医学会HP

薬局窓口で患者に声掛けお願いします



2021年度患者アンケート：患者の「くすりへの思い」

2021年度の対象者：43322人 薬局に通知書を持参された患者数：427名（持参率約1％）

9.8％
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26.5％

（2019年度薬剤師アン
ケートでは4.2％）

出典:第7回日本老年薬学会学術大会（2023.5.20-21福岡市） 「ファーマシー対策事業の有用性評価―初年度報
告－」広島市域薬剤師会ポリファーマシー対策事業実行委員会 栗原正亮ほか 発表資料（一部改変）



「ポリファーマシー対策事業」を行う上で
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１ 薬剤師の積極的な取り組み

※レポートを出す

２ 患者や家族の意識啓発

※持参率の向上

３ 医師の協力

※薬剤師がレポートを出しやすい環境

大事であると考えられること



薬局や医療機関に掲示するポスター・リーフレット（R5年度版）
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■ポスター及びリーフレット表面 ■リーフレット裏面

Ｒ５年から
医療機関
にもポス
ター掲示、
「医師、病
院」の文字
を追加



① 医師会が連携協力協定に入っている
⇒トレーシングレポート（ＴＲ）が出しやすくなった
持参した薬局で調剤していない医療機関、院内処方の医療機関へもＴＲを提出

② 市が医師会との合同会議や研修会を開催
⇒医師の認識が変わった？（ＴＲのハードルが下がった）

⇒併用薬だけの情報でもＴＲを提出（結果、減薬になった例も）

③ 医療機関の関心が低い、TRに反応なしも多かった
⇒医師会が協定に参加しているという意識を持ってもらうため、
R4年度に対面式の合同会議を３年ぶりに開催
R5年度合同会議でポスターを医療機関にも貼ってもらうように要望

【医師会委員の言葉（初年度）】

「薬のことは薬剤師が一番よく知っている。
処方に問題がないというレポートがあると安心」

1 医師の協力
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医師会での医師向け研修会を開催

安芸地区ポリファーマシー講演会
日時：令和５年 9 月 25 日（月）19：00～20：30

演題 : 『 高齢者医療におけるポリファーマシー対策 』

講師 : 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻老年看護学
教授竹屋泰先生座長 : 一般社団法人安芸地区医師会会長白川敏夫先生

地域の医師多数が受講しました。
◆日本医師会生涯教育講座 1.5 単位，カリキュラムコード「10：チーム医療」が取得できます。
◆医療法により全ての医療機関は年２回の医療安全講習会の受講が義務付けられております。本講

習会では、受講証明書を発行致します。

1 医師の協力

29



30

アンケート結果と事業成果



事業の成果（会員薬局へのアンケート調査2019）
〔期間〕 2019年7月～2020年3月（通知発送 2019年6月～2020年１月 28,882人）
〔対象〕 広島市域薬剤師会の会員薬局 682薬局

倫理審査 広島県薬剤師会倫理審査委員会 承認番号 2019A01

31

■アンケート回収率：403薬局（59％）の薬局から回答があり、
■127薬局（32％）の薬局に713人（持参率2.5％）が通知を持参した
■32薬局で96人が通う168の医療機関にトレーシングレポートを送った
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◆75％の薬局が持参率向上のために協力し、92％がメリットを感じていることからポリファーマ
シー解消事業への参画が薬剤師の責務と認識しているものと推察された

6.0%
3.2%

1.2%
2.0%

3.7%
7.2%

23.6%
26.6%
26.8%

30.5%
41.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不明（回答なし）

その他

薬学管理料（収入）の増加につながった

通知外の患者でもポリファーマシーを意識するように…

かかりつけ薬剤師につながった

医師とのコミュニケーションが取りやすくなった

患者のポリファーマシーの意識が向上した

薬剤師の職能が発揮できた

ポリファーマシー対策への意欲が上がった

患者とのコミュニケーションが取り易くなった

ポリファーマシーに関する知識・経験がより増えた

通知外の患者でもポリファーマシーを意識しレポートを出した

■薬局・薬剤師の意識2 事業での薬局のメリットは何ですか（複数回答可）

91.6%

8.4%

メリットあり その他



アンケート結果から

事業の通知をもとに薬剤師が処方薬を精査し減薬を医療機関に提案することで実
際に減薬することが確認できた。今後、患者啓発による持参率の向上、薬剤師の積
極的な関与およびICT化、電子処方箋の普及など新しい処方情報の通知体制を作る
ことでポリファーマシーの解消にさらに貢献できると考えられる。

レセプトデータ分析結果から（広島市資料2019年度より）

１ 医薬品に係る改善割合

２ 薬剤費の削減額

39.1%
78.3% 81.5%

42.6%
39.8%

75.5% 77.2%
40.7%

0.0%

50.0%

100.0%

医薬品の種類 重複投与 相互作用（禁忌） 慎重投与薬

国保 後期高齢

国保 後期 国保 後期 国保 後期 国保 後期

対象者(人) 4,666 20,548 1,136 5,379 108 505 4,086 17,727

＊ 対象者一人あたりの医薬品数（全医薬品） 国保：１４．６→１２．３種類へ改善 後期高齢：１５．８→１３．８種類へ改善

約１，８６６万円削減 （保険4444者負担と本人負担の合計（10割）から、新たに発生した疾病や治癒した疾病等に係る薬剤費を除いて比較）

＊ 2018年度は約２，６７０万円

（通知28,882人中25,214人※の通知書作成時点と2020年4月時点を比較（※2020年4月時点でレセプトがある患者）

（通知28,882人中26,452人
※
の通知書作成時点と通知後の1か月あたりの薬剤費を比較（※比較時点でレセプトがある患者）



 注目され取材が増えた
広島市域薬剤師会
広島市役所

 薬剤師会員のモチベー
ションが上がった

２０２０年度 新設
「服用薬剤調整支援料２」

33



34

広島市資料より抜粋
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出典：広島市作成資料

重複服薬 ７割以上の患者が改善
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相互作用・禁忌 ７割以上の患者が改善

出典：広島市作成資料
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出典：広島市作成資料

慎重投与薬 ３割以上の患者が改善
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出典：広島市作成資料

種類数の削減 ３割前後の患者が改善
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出典：広島市作成資料
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ご清聴ありがとうございました。


